
　本校では、プログラミング教育を、情報教育（すなわち「情報活用能力」を育成する教育活動）の一環として捉える。

・ 新小学校学習指導要領　総則　第３章　第２節　２－（１）－イ　（平成２９年７月）

・ 小学校プログラミング教育の手引　第二版（平成３０年１１月）

※情報教育による育成を目指す児童像のうち、プログラミング教育に関わる内容。

教科・領域等の学習におけるプログラミング体験を通して・・・・・

「プログラミングって、楽しい！」 「プログラミングって、便利！」
という感覚を育むことで、次の段階に進むための素地を養う。

② 本校における「プログラミング的思考」の解釈 本校における「プログラミング的思考」の定義

　小学校におけるプログラミング教育は、コーディングスキルの育成を
目指すものではなく、子供たちが将来どのような職業に就くとしても時
代を越えて普遍的に求められる「プログラミング的思考」の育成を目指
すものである。

日常生活の中で「今より、もっとよくしたい」という課題を発見し、その課題を解決する
手順（アルゴリズム）を、コンピュータやロボットを活用して実行するにはどうしたらよ
いか考えること。

なぜ、コンピュータやロボットに仕事をさせるのか？ コンピュータやロボットの特性を生かし、解決手段の効率性、正確性、安全性を高めるため。

どのように、コンピュータやロボットに仕事をさせるのか？
自分が意図する一連の活動を実現するために、どのような動きの組み合わせが必要で、記号（指示）をど
のように組み合わせたらよいのかを検討する。【順次処理】【繰り返し】【条件分岐】

もし間違いがあれば、記号の組み合わせをどのように改善していけば、より意図した動きに近づくのかを
論理的に考えていく。【デバッグ】

＜参考＞ 利根川裕太・佐藤智『先生のための小学校プログラミング教育がよくわかる本』翔泳社、平成29年8月。

伝えたい！
プログラミング体験を楽
しみ、コンピュータを身
近に感じられる子

身近な暮らしと関連付け
て、プログラミングの便
利さを実感できる子

日常生活における課題を
解決する手段として、コ
ンピュータやロボットの
活用を想像できる子楽しみたい！

将来

よりよい未来を想像し、論理的に考えて、新しいものを創造しようとする子。 全ての人 専門家

知りたい！ 低 学 年 中 学 年 高 学 年 小学校での学習体験を素地と
して、情報を抽象的に分析す
る力や、それらの経験を科学
的な知として体系化する力を
主体的に育む子

◎高度ＩＴ利活用社
　会に主体的に参画
　する人
◎協働的に新たな価
　値の創造に挑戦す
　る人

就学前
小 学 校

中学校・高等学校

高度なＩＴ
リテラシー
をもって世
界で活躍す
る人

① プログラミング教育により育成を目指す児童・生徒像

本校における「情報活用能力」の定義：
情報の特性を理解した上で、自らの課題の発見・解決等の目的に応じて、情報及び情報手段を適切かつ効果的に活用するとともに、自らの情報活
用の在り方を評価・改善することができる資質・能力。（情報には、デジタル情報とアナログ情報を含める。）

＜参考＞

平成 ３１ 年度
プログラミング教育　全体計画 ～定義の全体共有と目指す児童像～ 立川市立上砂川小学校
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小学校では

「体験」を大切にする

想像力(Imagination)

創造力(Creation)

論理的思考力


